
 

社会科学習指導案 

６年３組 30名 指導者 新名主 洋一 

本授業では，以下の検証を行うものである。
○ 授業で活用した「思考スキル」や「見える図」は，思考力・判断力・表現力を育成するのに有効であったか。
○ 協同的な「学び合い」は，考えを再構築するのに有効であったか。 
１ 小 単 元  天皇中心の国づくり（大単元 １ 日本の歴史） 
２ 目  標 
  大陸文化の摂取や大化の改新，大仏造営にかかわる人物の関わり等を進んで調べ，天皇を中心とした国づく
りの過程を理解すると共に，それらに関わる人物の願いや働きが分かるようにする。 

３ 小単元の評価規準 
○ 天皇の中心の政治が確立されてきたことに関心をもち，年表や写真，絵図などの資料をもとに，進んで調
べようとする。                         【社会的事象への関心・意欲・態度】 

○ 聖徳太子の政治や大化の改新，聖武天皇の政治を関連付けて考え，天皇を中心にした国づくりがどのよう
に行われたのか考えることができる。                  【社会的な思考・判断・表現】 

○ 年表や写真等の資料を活用しながら，天皇中心の政治の様子や大陸とのつながりについて読み取り，適切
にまとめることができる。                         【観察・資料活用の技能】 

○ 聖徳太子や大化の改新によって天皇中心の政治の仕組が整えられ，聖武天皇の時代にそれが確立したこ
が

と
分かる。                          【社会的事象についての知識・理解】 

４ 小単元の構造について（概念構造図）  ※ ○数字は時数 

 
５ 小単元について 

(1) 小単元の価値 
本小単元は，学習指導要領の第６学年の目標（１）および（３）の一部を達成することをねらいとして設

定した。聖徳太子が中国の制度を手本に天皇中心の国づくりを進め，それが大化の改新や律令の制定等によ
って，聖武天皇の時代に天皇中心の政治の仕組が確立したことが分かるようにすることをねらいとする。ま
た，我が国の歴史について観点を決めて調査し，年表や写真，絵図などの資料を効果的に活用し，調べたこ
とを表現することで，先人の業績や代表的な文化遺産について我が国の発展に果たした役割について考える
力を育てることをねらいとして設定した。 

  聖徳太子は，天皇中心の国づくりを進めるにあたり，仏教の教えを基に冠位十二階や十七条の憲法などの

制度を整え，律令国家の基礎を築いた。その後，大化の改新によってさらに律令制が進み，７０１年に制定

された大宝律令によって律令制度が成立し，聖武天皇の時代には天皇中心の中央集権国家ができあがった。

為政者が法を整備し，国家を統治するためにその法を改革していくという手法は政治の基礎であり，現代の

政治にも通じている。すなわち，この小単元の学習内容は単なる歴史的事象ではなく，社会の仕組を知るこ

とにもつながり，公民的資質の基礎を養うことにつながると考える。また，中国から伝わった仏教が，この

時代に国を治めるために利用され，制度だけでなく文化にも大きな影響を与えたことを学習することで，我

が国の伝統や文化を大切にしようとする態度を形成することにもつながる。 

（中心概念）   （基本的事項）   （基礎的事項）  
  聖徳太子は，仏教や中国の政治の仕組

をもとに天皇中心の新しい国づくりを行

った。また，中国へも使者を送り，進ん

だ制度や文化を取り入れた。   ③

 ・聖徳太子 
・蘇我氏 
・遣隋使 
・摂政 

・法隆寺 
・冠位十二階 
・小野妹子 
 

・世界遺産 
・十七条の憲法 
・天皇 
 

   

       
  中大兄皇子や中臣鎌足らは，勢力を強

めた蘇我氏を倒した。また，中国の制度

を手本に律令制度が整えられ，更に天皇

の力が高まった。         ④

 
・大化の改新 
・豪族 
・租庸調 

・中大兄皇子 
・貴族 
・兵役 

・中臣鎌足 
・律令 
・木簡 

   

       
  聖武天皇は中国から優れた政治や文化

を取り入れ，仏教によって世の中を安定

させるため，国ごとに国分寺をつくり，

その中心として東大寺に大仏をつくっ

た。              ⑤⑥

 
・聖武天皇 
・大仏殿 
・渡来人 
・鑑真 

・東大寺 
・詔 
・平城京 
・遣唐使 

・大仏 
・行基 
・国分寺 
・東大寺正倉院 
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(2) 子どもの実態と指導 
本学級の子どもたちは，６年生で初めて本格的に歴史学習に取り組むことになり，歴史に関心をもち，意

欲的に学習に取り組んでいる。前小単元では，米づくりが始まったことで有力な豪族が現れ，大和朝廷が国

土を統一したこと，また，中国から仏教が伝わったことを学習した。この学習においては，「米づくり」を

キーワードに，縄文時代から古墳時代までの時代の変遷について考えた。キーワードを設定したことで，そ

の言葉と他の歴史的事象を関連付けやすくなり，時代の変遷を捉えることができた。そこで，本小単元も，

天皇中心の国づくりがどのように行われたのか捉えやすくするために，「律令」と「仏教」をキーワードに，

この時代の国づくりについて考えさせたい。 
また，子どもたちの中には，社会科を苦手としている子どももいる。その苦手として挙げている原因の多

くが，語句の意味とそのつながりが分からないということである。これは，語句のみの暗記に留まり，社会

的事象の関連について捉えられていないためである。そこで，語句等については適宜，説明・補足等を加え，

「見える図」等を活用して，それらの関連について子ども自身が捉えられるようにしていきたい。 
 

６ 指導計画（総時数８時間）             
過程 主な学習活動【評価規準】 時間

 

１ 写真を見たり，可能な範囲で大仏の大きさを再現したりして，聖武天皇が大きな力をも
った理由について予想し，学習問題を設定する。 

 
 
【関・意・態】 大仏の大きさを実感し，聖武天皇がもっていた強大な力について予想し，意

欲的に学習計画を立てようとしている。 
２ 学習問題について予想し，学習計画（追究の柱）を立てる。 
◎ 天皇が中心となるきっかけ      ◎ 天皇の力が広がってきた理由 
◎ 強大な天皇の力           ◎ 当時の人々の生活の様子 

 
 
 

 
 
１ 

 
 
 
 
１ 

 

３ 追究の柱について，資料をもとに個人やグループで調べ，全体で話し合う。 
(1) なぜ天皇が政治の中心となるようになったのか。 

  （聖徳太子，法隆寺，十七条の憲法，冠位十二階，小野妹子など） 
(2) なぜ，天皇の力が広がっていったのか。 
 （大化の改新，中大兄皇子，中臣鎌足，律令，租庸調など） 
(3) 天皇の力の大きさはどのようなものだったのか。 
（行基，詔，東大寺，大仏，国分寺，平城京，遣唐使，鑑真など） 

(4) 天皇中心のもとでの人々の暮らしはどのようなものだったのか。 
（人々の暮らし，竪穴式住居，当時の食事，防人の歌など） 

【知・理】 この時代の人々の功績や，大化の改新，律令制の仕組について理解している。 
【 技 】 資料をもとに分かったことを話合い，相手に分かりやすく伝えたり，話し合いか

ら得た知識を再構成したりして，まとめ文にかき表している。   
 
 
 

 
１ 

 
１ 
 
１ 

 
１ 

 
 

 

４ 調べたことをもとに学習問題についてまとめる。 
【思・判・表】 天皇中心の国づくりが，どのようにして行われたのか，歴史的事象を関連付

けながら考えている。 
聖徳太子の働きや大化の改新，また，律令制ができたことなどから，聖武天皇は大きな力を

もつようになった。 
５ 現在の政治の仕組を調べ，天皇中心の国づくりが行われた時代の政治の仕組と比較し，
その共通点について考える。 

 
 
 

 
１ 

（本時）
 
 
１ 

 

聖武天皇は，なぜこんなに大きな力をもつことができたのだろう。 

前小単元では，大王を中心としながらも，主に有力な豪族が政治を行っていたこと
を想起させ，比較させることで，学習問題や追究の柱を立てられるようにする。 

 中国から取り入れた仏教と律令制をキーワードとして提示することで，各歴史的事
象を関連付け，中心概念に迫ることができるようにする。 

 現代の政治の仕組と比較させることで，当時行われた政治が現代にも通じることに
気付かせ，歴史を学習する意義を捉えさせるようにする。 
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７ 本  時（７／８） 
(1) 目  標 

これまで学習してきた天皇中心の国づくりについて，聖徳太子の働きや大化の改新，律令制などを関連付

けながらまとめることができるようにする。 
(2) 評価規準 

聖徳太子の功績や大化の改新，また，律令制の確立によって聖武天皇の時代に天皇の力が全国へ及

ぶようになったことを関連付けて考え，まとめ文で表現している。  【社会的な思考・判断・表現】

(3) 指導に当たって 
  本時は，「まとめる・生かす」過程の第１時で，これまで学習したことを関連付けながら，聖武天皇が強

い力をもつに至った理由を考えることを意図して設定した。 
  そこで，本時の「調べる」過程では，まず，本小単元で登場した人物の業績を確認する。そうすることで，

小単元で学習したことの全体を見ることができ，人物の働きや願いを関連付けやすくなる。次に，関連付け

る際は，「見える図」を活用させる。そして，「見える図」を基に根拠を明確にさせた上で，聖武天皇が強い

力をもつようになった理由をグループや全体で話し合う。 この際，律令制の役割に気付いている子どもの

意見を採り上げ，律令制の確立が天皇中心の国づくりに大きく関わっていたことにも気付かせたい。最後に，

まとめ文を書かせ，本時で考えたことを明確にさせることで，学習問題を解決させる。 
(4) 本時の展開        重点化するスキル 〔 〕子どもの意識 ○指導の手立て ※評価  

過程 時 主 な 学 習 活 動 と 指　導 の 手 立 て ・ 評 価 

 

１ 前時までの学習を振り返る。 
・ 聖武天皇は，大きな力をもっていたな。 
・ 天皇中心の世の中で，人々は貧しい暮らしをしていたな。 

２ 学習計画を基に，本時のめあてを確認する。 
聖武天皇が，なぜ大きな力をもつことができたのか，まとめ

よう。 
３ 小単元で登場した人物の働きや願いについて振り返る。 
・ 聖徳太子は，仏教の教えを生かしながら，天皇中心の国づくり

を進めた。 
・ 中大兄皇子と中臣鎌足は，天皇中心の国づくりを進めるために，

大化の改新を行った。 
・ 聖武天皇は，強い力を使って大仏を建てさせたり，国分寺を建

てさせたりした。また，中国へ使者を送った。 
・ 行基は，大仏づくりに協力していた。 
・ 鑑真は，中国から正式な仏教を伝えた。 

４ 人物の働きや願いを関連付け，聖武天皇が強い力をもった理由を

考える。 
 ・ 聖徳太子が進めた天皇中心の国づくりは，中大兄皇子，中臣鎌

足らにつながっている。 
・ 律令制も天皇の力を強めるためには大切ではないかな。 

５ 考えたことを，グループや全体で話し合う。 
 ・ 中国の進んだ制度や文化を取り入れて国づくりを行っている。

・ 仏教も大きな影響を与えている。 
６ まとめ文を書き，本時の学習についてまとめる。 

聖徳太子が始めた天皇中心の国づくりは，大化の改新が行わ

れたり，律令制ができたりしたことなどから，聖武天皇の時代

に確かなものになり，聖武天皇は大きな力をもつこととなった。

７ 本時の学習を振り返り，次時の学習を確かめる。 
 ・ 天皇中心の国づくりは，様々な人が関わり，それがつながって

いる。 
・ 天皇中心の政治は，いつまで続いたのだろう。 

○ これまでの学習を振り返る

ことで，本時の学習の目的を

明確にする。 
○ 学習計画を基に，本時が小

単元のまとめの時間であるこ

とを確認する。 
○ 本小単元で登場した人物の

業績を確認することで，天皇

中心の国づくりがどのように

行われたのか，関連付けるこ

とができるようにする。 

○ 個人で考えさせる際，「見え

る図」を活用させ，それを基

に理由が説明できるようにす

る。 

○ 律令制は，その役割に気付

いた子どもの意見を採り上げ

る。 
※ これまでの話合いをもと

に，天皇が強い力をもつよう

になった理由をまとめ文にま

とめることができたか。（ノー

ト，発表） 
○ うまくまとめること

ができている子どもに

は，律令制や仏教が果た

した役割を考えさせる。

○ うまくまとめること

ができていない子ども

には，人物の働きの共通

性を考えさせる。 

 
 

 
 

関連付ける 

5

30

10
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